
災害想定作成例(ホテルの例)
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	災害想定
（被害の具体的事象）
	防火防災安全上の目標設定

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	
	

	
	2
	
	

	
	3
	
	

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	4
	
	

	
	5
	
	

	
	6
	
	

	
	7
	
	

	３．避難施設等被害
	8
	
	

	
	9
	
	

	
	10
	
	

	４．消防用設備等
	11
	
	

	
	12
	
	

	
	13
	
	

	５．収容物等被害
	14
	
	

	
	15
	
	

	
	16
	
	

	６．ライフライン等被害
	17
	
	

	
	18
	
	

	
	19
	
	

	７．火災等の発生
	20
	
	

	
	21
	
	

	
	22
	
	

	８．人的被害
	23
	
	

	
	24
	
	

	
	25
	
	


災害想定に基づく消防計画作成例（ホテルの例による予防的対策事項と応急的対策事項）
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	対応行動の具体化

	
	
	応急的対策事項
	予防的事項

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	
	

	
	2
	
	

	
	3
	
	

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	4
	
	

	
	5
	
	

	
	6
	
	

	
	7
	
	

	３．避難施設等被害
	8
	
	

	
	9
	
	

	
	10
	
	

	４．消防用設備等
	11
	
	

	
	12
	
	

	
	13
	
	

	５．収容物等被害
	14
	
	

	
	15
	
	

	
	16
	
	

	６．ライフライン等被害
	17
	
	

	
	18
	
	

	
	19
	
	

	７．火災等の発生
	20
	
	

	
	21
	
	

	
	22
	
	

	８．人的被害
	23
	
	

	
	24
	
	

	
	25
	
	





別表２
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